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1.はじめに 

 マスコンクリート構造物において、コンクリートの強度発現はセメントの水和熱の影響を大きく受ける。

本研究では、打込み時期の変化がコンクリートの温度変化に与える影響を明らかにすることを目的として簡

易断熱温度上昇試験を行った。また、断熱温度上昇試験結果を用いて、断熱温度上昇式の推定を行った 

2.実験概要 

2.1 配合 

 配合条件を表‐1 に示す。使用セメントは、普通

ポルトランドセメント及び低熱ポルトランドセメン

トの 2種類とし、目標スランプ、目標空気量をそれ

ぞれ 12cm、4.5%として打込み時期の違いによる気

温変化がコンクリートの内部温度に与える影響を比

較するために、2 種類のコンクリートを隔月で打設

した。 

表‐1 配合条件 

W/C
(%) 水 セメント

普通ポルトランド 55 182 331
低熱ポルトランド 55 166 302

セメントの種類
単位量 (kg/m3)

 
 

 

 

2.2簡易断熱温度上昇試験 

簡易断熱温度上昇試験の概要を図‐1に示す。試験体は、

発泡スチロール製の容器内に配置し隙間を発泡ビーズで埋め、

簡易的な断熱状態とした。温度測定点を試験体中央とし温度

履歴を測定した。また、試験体の大きさが温度履歴に与える

影響を検討するために、試験体は 3種類用意し試験を行った。

試験体の寸法を表‐2に示す。 

2.3断熱温度上昇試験 

断熱温度上昇試験は、試験体内部の温度と試験体周辺の温

度が一致するように制御することで、断熱状態としたコンク

リートの水和熱による温度変化を測定するものである。 

2.4 温度解析 

温度解析ではコンクリート打込み時の境界条件や各物性

値は実験条件をもとに設定して行った。簡易モールドを使用

した場合の解析モデルメッシュレイアウトを図‐2 に示す。

温度上昇式は以下の式を用いて求めた。 

 

K：断熱温度上昇量によるパラメータ(℃) 
α：温度上昇に関するパラメータ 
t：材齢（日) 
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図‐1 簡易断熱温度上昇試験の概要 

表‐2 試験体の寸法 

直径(mm) 高さ(mm) 本数
ド 100 200 13
器 450 200 1
器 300 200 1

簡易モール

大型容

小型容  

断熱材

発泡ビーズ

試験体

断熱材

発泡ビーズ

試験体

断熱材

発泡ビーズ

試験体
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図‐2 メッシュレイアウト 
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3.結果 
各打込み時期での気温変化が、コンクリートの内

部温度に与える影響を比較した結果を図‐3 に示す。

測定した平均外気温は 8月が 29.2℃で最も高く、10

月、6月と続き、2月が 11.4℃と最低となった。8月

と 10月については、打込み直後から材齢 1日で最高

温度に達し、6月と 2月は 1.5日で達する結果となっ

た。 

試験体の寸法が温度履歴に与える影響を比較した

結果を図‐4に示す。温度上昇量は大型容器22.4℃、

小型容器 18.6℃、簡易モールド 21.6℃であった。大

型容器は最高温度に達するまでの時間が他のケース

と比較して遅く、温度降下速度も他と比べて小さい

結果となった。 

 断熱温度上昇試験の結果を図‐5 に示す。また

各々の温度上昇式を以下に示す。 

普通ポルトランドセメント 

断熱 : T=44.5(1－e－1.2t) 

低熱ポルトランドセメント 

断熱 : T=32.5(1－e－3.0t) 

試験値と解析値を比較すると、ほぼ一致する結果と

なった。温度上昇量について、普通ポルトランドセ

メントは打込み直後から 4日で最高温度に達し、低
熱ポルトランドセメントは打込み直後から 8日で最
高温度に達した。 
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図‐3 打込み時期の違いによる 

試験体内部の温度変化 
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図‐4 寸法による内部温度の変化 

 

4.まとめ 
本研究で、季節による外気温の変化と試験体の寸

法は水和熱の発熱量と温度上昇速度に影響を与える

結果となった。また、試験体の発熱が収まり温度が

下がる際にも影響している。簡易断熱温度上昇試験

は断熱温度上昇試験と比べ、極めて早い材齢で外気

温の影響を受けることがわかった。 
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図‐5 断熱温度上昇式の比較 
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